
は
じ
め
に

本
稿
は
岳
麓
書
院
蔵
秦
簡

｢

秦
律
令

(
壹)｣

徭
律
の
訳
注
で
あ
る
。
岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
と
は
、
二
〇
〇
七
年
に
中
国
・
湖
南
大
学
岳
麓
書
院
が

香
港
の
骨
董
市
場
よ
り
購
入
し
た
統
一
秦
の
も
の
と
さ
れ
る
竹
簡
群
の
こ
と
で
あ
る
。
本
竹
簡
群
は
朱
漢
民
・
陳
松
長
主
編

『

岳
麓
書
院
蔵
秦
簡

(

壹)』
(

上
海
辞
書
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月)
の
出
版
を
皮
切
り
に
、
こ
れ
ま
で
に
第
五
冊
ま
で
刊
行
さ
れ
、
本
稿
で
扱
う

｢

秦
律
令

(

壹)｣

徭
律
は
陳
松
長
主
編

『

岳
麓
書
院
蔵
秦
簡

(

肆)』
(

上
海
辞
書
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
一
二
月)

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。『

岳
麓
書
院
蔵
秦
簡

(

肆)』

前
言
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
三
九
一
枚
の
竹
簡
を
収
録
し
、
内
容
は
秦
の
律
令
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
整
理
小
組
は
こ
れ
ら
竹
簡
群
を

｢

秦
律
令

(

壹)｣

と
命
名
し
て
い
る
。
整
理
小
組
は
こ
れ
を
三
組
に
分
類
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
第
一
組
は��������
簡
背
面
に

｢

亡
律｣

と
あ
る
こ
と
か
ら
す
べ
て

が
亡
律
の
条
文
と
さ
れ
、
さ
ら
に
竹
簡
の
内
容
・
長
さ
・
編
錣
痕
・
背
面
の
画
線
及
び
反
印
文
の
検
討
か
ら
、
残
り
は
第
二
組
・
第
三
組
に
分
類
さ

れ
て
い
る
。｢

亡
律｣

に
つ
い
て
は
す
で
に
宮
宅
潔
氏
に
よ
る
解
題
及
び
京
都
大
学
・
秦
代
出
土
文
字
史
料
の
研
究
班
に
よ
る
訳
注
が
公
開
さ
れ
て

い
る

(

宮
宅
潔

｢

岳
麓
書
院
蔵
簡

｢

亡
律｣

解
題｣

、
秦
代
出
土
文
字
史
料
の
研
究
班

｢

岳
麓
書
院
蔵
簡
《
秦
律
令

(

壹)

》
訳
注
稿

そ
の

(

一)｣

(

と
も
に

『

東
方
学
報』

京
都
、
第
九
二
冊
、
二
〇
一
七
年))

。
本
稿
も
本
来
な
ら
ば

｢

亡
律｣

よ
り
訳
注
を
作
成
す
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
筆
者
の

専
門
と
す
る
徭
役
研
究
に
深
く
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず

｢

秦
律
令

(

壹)｣

徭
律
の
訳
注
を
作
成
す
る
。

徭
律
は
秦
漢
時
代
に
お
い
て
民
が
負
担
す
る
強
制
労
働
等
に
つ
い
て
規
定
し
、
こ
れ
ま
で
に
睡
虎
地
秦
簡

｢

秦
律
十
八
種｣

徭
律
・
張
家
山
漢
簡

｢

二
年
律
令｣

徭
律
等
が
知
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
扱
う

｢

秦
律
令

(

壹)｣

徭
律
は
統
一
秦
の
徭
律
と
し
て
は
初
め
て
見
つ
か
っ
た
も
の
で
、
学
術
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的
価
値
は
非
常
に
高
い
。
た
だ
し
、
岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
自
体
が
い
わ
ゆ
る

｢

非
発
掘
簡｣

で
あ
り
、
さ
ら
に

『

岳
麓
書
院
蔵
秦
簡

(

肆)』

第
二
組

も
特
徴
的
な
筆
写
方
法
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
資
料
を
扱
う
場
合
は
慎
重
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
最
初

に

｢
秦
律
令

(

壹)｣

徭
律
の
筆
写
・
配
列
方
法
等
に
つ
い
て
触
れ
、
そ
の
後
訳
注
を
施
し
て
い
き
た
い
。

・
凡
例

一
、
本
訳
注
は
原
文
、
次
に
校
訂
文
・
注
釈
・
書
き
下
し
文
・
現
代
語
訳
の
順
に
列
記
し
、
注
釈
中
の[

整
理
小
組]

は
整
理
小
組
注
の
日
本
語
訳
、

[

按]

は
筆
者
の
按
語
を
示
す
。

一
、
簡
番
号
は

｢

整
理
小
組
排
列�
整
理
番
号｣

、
例
え
ば��������
簡
と
表
記
す
る
。

一
、
文
中
に
見
え
る

｢

■｣
｢

●｣
｢

∠｣
｢

〓｣

は
原
文
で
使
用
さ
れ
て
い
る
記
号
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、｢

■｣

は
簡
牘
頭
部
が
黒
塗
り
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
示
し
、｢

●｣

は
圏
点
を
示
す
。｢

∠｣

は
原
文
と
校
訂
文
・
引
用
文
に
附
し
、｢

〓｣
(

重
文
符
号
・
合
文
符
号)

は
訳
注
部
分
の
原
文

の
み
に
附
し
、
そ
の
他
の
校
訂
文
・
引
用
史
料
中
で
は
例
え
ば

｢

吏
〓｣

は

｢

吏
吏｣

、｢

夫
〓｣

は

｢

大
夫｣

の
よ
う
に
、
記
号
に
従
っ
て
表
記

し
た
。

一
、
引
用
史
料
中
の
各
種
カ
ッ
コ
の
意
味
は
次
の
通
り
。

(
)�

直
前
の
文
字
が

(
)

内
の
通
仮
字
な
い
し
異
体
字
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

〈

〉�
直
前
の
文
字
が
〈

〉
内
の
文
字
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

【

】�
原
文
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
文
脈
・
内
容
か
ら
判
断
し
て
補
う
べ
き
文
字
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

一
、
本
文
中
の
引
用
文
献
は
略
称
を
用
い
、
略
称
の
詳
細
は
参
考
文
献
で
列
記
し
た
。

以
上
の
凡
例
は
全
て
工
藤
元
男
編

『

睡
虎
地
秦
簡
訳
注
―
秦
律
十
八
種
・
效
律
・
秦
律
雑
抄
―』

(

汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
五
月)

に
従
っ
た
。

一
、｢

秦
律
令

(

壹)｣

徭
律
の
特
徴
と
排
列

｢

秦
律
令

(

壹)｣

に
含
ま
れ
て
い
る
徭
律
は
、
全
て
第
二
組
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
特
徴
的
な
の
は
、
整
理
小
組
に
よ
る
排
列
に
よ
れ
ば
前
半
群

と
後
半
群
の
二
つ
に
分
け
て
書
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
徭
律
の
よ
う
に
一
つ
の
律
が
二
つ
な
い
し
三
つ
の
ま
と
ま
り
に
分
け
て
書
か
れ
て
い
る
例
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は
他
に
も
田
律
・
金
布
律
・
司
空
律
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

『

岳
麓
書
院
蔵
秦
簡

(

肆)』

で
は
何
も
説
明
が
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
書
末
尾

に
付
さ
れ
て
い
る
剥
離
前
の
竹
簡
断
面
図
を
見
る
と
、
徭
律
は
確
か
に
二
つ
の
ま
と
ま
り
に
分
か
れ
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
。
従
っ
て
冊
書
の
状
態

の
時
点
で
徭
律
は
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
筆
跡
と
見
る
と
、
両
者
は
非
常
に
似
て
お
り
、
同
筆
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

前
半
群
の
特
徴
に
つ
い
て
、
前
半
群
は
四
条
で
、
第
一
条
は�����������������������������������

簡
、
第
二
条
は����������������������

����
簡
、
第
三
条
は�����������������‒�
簡
、
そ
し
て
整
理
小
組
は��������‒�
簡
の
後
に
缺
簡
を
想
定
す
る

(

こ
の
点
は
後
述)

。
そ
し
て
第

四
条
は�����������������������������������
簡
と
排
列
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
前
半
群
の
い
く
つ
か
の
竹
簡
背
面
に
は
画
線
が
認
め
ら
れ
る
。
画
線
と
は
、
竹
簡
冊
書
の
背
面
に
数
簡
に
渡
っ
て
斜
め
に
刻
ま
れ
た
線
の

こ
と
。
錯
簡
防
止
等
の
た
め
に
刻
ま
れ
、
冊
書
の
復
元
根
拠
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
徭
律
の
部
分
で
は
以
下
の
よ
う
な
画
線
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ

ち
、��������
簡
の
最
上
面
か
ら
右
下
が
り
で��������‒�
簡
ま
で
続
き
、
さ
ら
に��������
簡
か
ら��������

簡
の
簡
の
途
中
ま
で
刻
ま
れ
て
い

る
の
が
確
認
で
き
る
。��������
簡
は
傅
律
な
の
で
、
画
線
を
も
と
に
簡
の
接
続
を
想
定
す
る
な
ら
、
徭
律
か
ら
傅
律
ま
で
は
連
続
し
て
編
綴
さ
れ

て
い
た
ご
と
く
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
こ
に
は
い
く
つ
か
の
問
題
も
存
在
す
る
。

ま
ず
一
点
目
は
、��������‒�
簡‒

缺
簡‒��������
簡
と
い
う
接
続
に
つ
い
て
。
実
は��������
簡
の
画
線
の
始
ま
り
、
つ
ま
り
左
端
の
起
点
は
、

��������‒�
簡
の
画
線
の
終
わ
り
、
つ
ま
り
右
端
の
終
点
よ
り
も
高
い
位
置
に
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
差
は
非
常
に
小
さ
く
、��������‒�

簡
と����

����
簡
は
直
接
接
続
す
る
可
能
性
が
高
い
。��������
簡
と��������
簡
の
間
も
同
様
の
小
さ
い
ず
れ
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と��������‒

�
簡
と��������
簡
の
間
に
缺
簡
は
想
定
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
る
。

二
点
目
は��������
簡
背
面
に
は
画
線
が
認
め
ら
れ
な
い
点
で
あ
る
。
図
版
を
見
る
と
、��������
簡
か
ら��������
簡
ま
で
の
画
線
は
鮮
明
に

確
認
で
き
る
が
、��������
簡
は
編
綴
痕
こ
そ
確
認
で
き
る
も
の
の
、
画
線
が
見
え
な
い
。
編
綴
痕
は
他
の
簡
よ
り
も
濃
く
残
っ
て
い
る
の
で
、
画

線
が
薄
く
写
真
に
映
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
従
っ
て��������
簡
に
は
そ
も
そ
も
画
線
が
な
か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た��������
簡
は
図
版
で
は
二
本
の
画
線
が
交
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
一
つ
は
次
の��������
簡
に
続
く
右
下
が
り
の
画
線
で
、
も
う

一
つ
は
右
上
が
り
の
画
線
で
あ
る
。
し
か
し
隣
の��������
簡
を
見
る
と
画
線
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず��������‒�
簡
と���

�����

簡
の
間
に
缺
簡
は
想
定
せ
ず
、
直
接
繋
が
る
も
の
と
し
、��������
簡
に
つ
い
て
は
整
理
小
組
の
排
列
に
従
っ
た
。

次
に
後
半
群
に
つ
い
て
。
後
半
群
は
三
条
で
、
第
一
条
は�����������������������������������
簡
、
第
二
条
は����������������������
����������������������

簡
、
第
三
条
は�����������������������������������
簡
と
排
列
さ
れ
て
い
る
。
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後
半
群
の
背
面
に
は
画
線
が
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、

複
数
の
簡
に
反
印
文
が
認
め
ら
れ
る
。
反
印
文
と
は
埋
葬
さ
れ
た

時
点
で
冊
書
で
あ
っ
た
竹
簡
群
が
、
何
ら
か
の
力
に
よ
っ
て
圧
迫

さ
れ
た
際
、
外
側
に
排
列
さ
れ
て
い
た
竹
簡
の
文
字
が
そ
の
す
ぐ

内
側
の
竹
簡
の
背
面
に
鏡
文
字
の
ご
と
く
残
っ
た
も
の
。
こ
れ
も

排
列
復
元
の
根
拠
の
一
つ
と
さ
れ
る
。��������

簡
の
下
部
お
よ

び��������
簡
の
上
部
と
下
部
に
は
か
な
り
鮮
明
に
残
り
、����

����
・��������
簡
に
は
わ
ず
か
に
墨
痕
が
見
ら
れ
る
の
み
、���

�����
簡
に
は
中
部
に
わ
ず
か
に
墨
痕
が
、��������

簡
〜����

����
簡
に
は
中
部
か
ら
下
部
に
か
け
て
薄
く
残
り
、��������

簡

中
部
に
は
や
や
濃
く
残
り
、��������

簡
に
は
上
部
か
ら
中
部
に

か
け
て
わ
ず
か
に
文
字
の
痕
跡
が
、��������

簡
に
は
中
部
か
ら

下
部
に
か
け
て
ま
ば
ら
だ
が
広
く
、��������

・��������

簡
に

は
ほ
と
ん
ど
文
字
の
痕
跡
は
な
い
が
わ
ず
か
に
墨
痕
が
確
認
で
き

る
。
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
整
理
小
組
の
排
列
に
従
っ
た
。

最
後
に
徭
律
で
頻
出
す
る
語
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
律

文
中
に
は

｢�(
徭)｣

と
い
う
語
が
頻
出
す
る
。
こ
れ
は
民
が

負
担
す
る
労
役
の
一
つ
で
、
伝
世
文
献
や
一
般
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る

｢

徭
役｣

と
は
区
別
さ
れ
る
法
律
用
語
で
あ
る
。
広
瀬
薫
雄
・
楊
振
紅
両

氏
に
よ
れ
ば
、
秦
漢
時
代
、
民
の
労
役
に
は

｢

徭｣

と

｢

更
卒｣

が
あ
り
、｢
徭｣

は
必
要
に
応
じ
て
徴
発
さ
れ
る
臨
時
的
労
役
、｢

更
卒｣

は
定
期

的
な
輪
番
交
代
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
労
役
で
あ
る

(

広
瀬
二
〇
〇
九
、
楊
二
〇
一
五
①)

。
本
稿
で
は
、
律
文
中
に
見
え
る

｢�(
徭)｣

に
つ
い
て

広
瀬
・
楊
両
氏
の
解
釈
を
採
用
し
、
全
て
カ
ギ
カ
ッ
コ
付
き
で
表
記
す
る
。

本
稿
で
は
徭
律
全
七
条
の
う
ち
、
前
半
群
に
含
ま
れ
て
い
る
二
条
の
訳
注
を
掲
載
す
る
。
残
り
の
五
条
は
次
号
以
降
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。
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図一‒一 前半群の背面画線図 (陳松長編 『岳麓書院蔵秦簡

(肆)』 の写真に基づき､ 筆者が画線を表記)



二
、｢

秦
律
令

(

壹)｣

徭
律
訳
注

第
一
条������������������������������������

原
文

�
律
曰
興�
及
車
牛
及
興�
而
不
當
者
及
擅�事
人
屬
弟
子
人
復
〓

子
小
敖
童
弩
郷
嗇
夫
吏
主
者
貲��������

各
二
甲
尉
〓

史
士
吏
丞
令
〓

史
見
及
或
告
而
弗
劾
與
同�
弗
見
莫
告
貲
各
一
甲
∠

給
邑
中
事
傳
送
委
輸
先��������

悉
縣
官
車
牛
及
徒
給
之
其
急
不
可
留
乃
興�
如
律
不
先
悉
縣
官
車
牛
徒
而
興
黔
首
及
其
車
牛
以
發��������

�
力
足
以
均
而
弗
均
論
之

��������
校
訂
文

�(
徭)

律
曰
、
興�(
徭)

及
車
牛

[

一]
及
興�(
徭)

而
不
當
者
及
擅�事(
使)

人
屬
弟
子

[

二]

・
人
復
復
子

[

三]

・
小
敖
童

[

四]

、
弩

[

五]
[

六]

・

郷
嗇
夫
吏
主
者
、
貲
各
二
甲
。
尉
・
尉
史
・
士
吏
・
丞
・
令
・
令
史
見
及
或
告
弗
劾

[

七]

、
與
同�[
八]

。
弗
見
莫
告

[

九]

、
貲
各
一
甲
∠

。
給
邑
中

事

[

一
〇]

・
傳
送
・
委
輸

[

一
一]

、
先
悉
縣
官
車
牛
及
徒
給
之
、
其
急
不
可
留
、
乃
興�(
徭)

如
律
。
不
先
悉

[

一
二]

縣
官
車
牛
・
徒
而
興
黔
首
及
其

車
牛
以
發�(
徭)

、
力
足

[

一
三]

以
均
而
弗
均

[

一
四]

、
論
之
。

注
釈

[

一

]

車
牛

[

按]
｢

車
牛｣

は
牛
車
の
こ
と

(『

語
彙
辞
典』

、
二
二
五
頁)

。｢

車
牛｣

の
修
繕
等
に
関
す
る
規
定
は

｢

秦
律
十
八
種｣

司
空
律

一
九
三
・
一
九
四
簡
に
見
え
る
。｢

徭｣

に
お
け
る
車
牛
の
供
出
に
つ
い
て
は
、｢

二
年
律
令｣

徭
律
第
四
一
一
簡
に

｢

發
傳
送
、
縣
官
車
牛
不
足
、

令
大
夫
以
下
有�(
貲)

者
、
以�(
貲)

共
出
車
牛
及
益
、
令
其
毋�(
貲)
者
與
共
出
牛
食
・
約
・
載
具｣

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば

｢

伝
送｣

労
役
の
場
合
、
ま
ず
は
県
官
の
車
牛
が
使
用
さ
れ
、
県
官
に
車
牛
が
不
足
し
て
い
る
場
合
、
大
夫
以
下
の
爵
位
を
持
つ
者
が
資
産
に
応
じ
て
車
牛
を

供
出
し
て
い
た
。

[

二

]

人
屬
弟
子

[

整
理
小
組]

あ
る
場
合
は

｢

人
弟
子｣

と
略
称
し
、
官
府
の
弟
子
と
対
応
す
る
よ
う
な
私
人
が
受
け
入
れ
た
弟
子
を
指
す
。
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｢

二
年
律
令｣

傅
律

(

訳
者
注�
第
三
六
五
簡)

に

｢

疇
官
各
從
其
父
疇
、
有
學
師
者
學
之｣

と
あ
る
。[

按]

整
理
小
組
は
本
条
の

｢

弟
子｣

を
張

家
山
漢
簡

｢

二
年
律
令｣

傅
律
に
見
え
る
よ
う
な

｢

職
能
者
の
弟
子｣

と
考
え
て
い
る
ご
と
く
だ
が
、｢

弟
子｣

は

｢

秦
律
雑
抄｣

第
三
三
四
〜
三

三
五
簡

｢

除
弟
子
律｣

に
も
見
え
、
そ
の

｢

弟
子｣

を

『

商
君
書』

境
内
篇
に
見
え
る

｢

庶
子｣

の
こ
と
と
す
る
説
が
あ
る

(

工
藤
二
〇
一
八
、
三

四
五
頁)
。｢

庶
子｣

は
、
平
時
に
は
有
爵
者
の
も
と
で
一
定
期
間
使
役
さ
れ
、
戦
時
に
は
従
卒
と
な
る
者

(

工
藤
二
〇
一
八
、
三
四
五
頁)

。
な
お
、

職
能
学
習
者
の
徴
発
を
制
限
す
る
規
定
は
他
に
も

｢

二
年
律
令｣

史
律
第
四
八
四
簡
に

｢

□
□
學�耳
敢
擅�(

徭)

使
史
・
卜
・
祝
學
童
者
、
罰
金

四
兩｣

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
史
・
卜
・
祝
の

｢

学
童｣

は
使
役
を
制
限
さ
れ
て
い
る
。

[

三

]

人
復
復
子[
整
理
小
組]

あ
る
場
合
は

｢

人
復
子｣

と
略
称
し
、
徭
役
を
免
除
さ
れ
た
者
の
子
を
指
す
。[

按]
｢

復｣

は
、
復
除
の
こ
と
。

漢
代
で
は
里
典
・
父
老
・
郵
人
な
ど
が
復
除
対
象
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
子
に
つ
い
て
の
規
定
は
未
だ
見
え
な
い
。

[

四

]

小
敖
童

[

整
理
小
組]
あ
る
場
合
は

｢

敖
童｣

と
称
し
、
傅
籍
年
齢
に
達
し
て
い
な
い
男
子
を
指
す
。[

按]
｢

敖
童｣

は
睡
虎
地
秦
簡
に

二
例
見
ら
れ
、
先
行
研
究
で
は
様
々
に
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
胡
平
生
氏
は
①
傅
籍
に
登
録
さ
れ
る
前
の
子
供
、
②
徭
役
負
担
年
齢

に
達
し
て
い
な
い
子
供
、
③
成
年
身
長
に
達
し
て
い
な
い
子
供
、
④
健
康
な
子
供
、
⑤
大
き
な
、
壮
健
な
子
供
、
⑥
放
浪
し
て
遊
ん
で
い
る
子
供
、

い
わ
ゆ
る

｢

悪
少
年｣

、
⑦

｢

豪
奴｣

と
い
う
特
殊
身
分
等
の
説
を
挙
げ
、
胡
氏
自
ら
は

｢

一
七
歳
か
ら
一
五
歳
ま
で
の
未
だ
傅
籍
に
登
録
さ
れ
て

い
な
い
子
供｣

と
解
し
て
い
る

(

胡
二
〇
一
八)
。
ま
た
本
条
に
は

｢

小
敖
童｣

と
い
う
語
が
あ
り
、｢

敖
童｣

と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
胡
氏
は

｢

一
七
歳
か
ら
一
五
歳
ま
で
の
子
供
の
中
で
年
齢
の
低
い
者
、
す
な
わ
ち
一
五
歳
の
子
供｣

、
も
し
く
は

｢

一
七
歳
か
ら
一
五

歳
ま
で
の
子
供
の
中
で
小
柄
の
者｣

の
二
説
を
提
示
し
て
い
る

(

胡
二
〇
一
八)

。

[

五

]

弩

[

整
理
小
組]

弩
の
射
手
。
弩
の
射
手
は
射
撃
訓
練
を
徭
役
に
当
て
る
こ
と
が
で
き
た
。｢

二
年
律
令｣

徭
律

(

訳
者
注�
四
一
四
簡)

に

｢

縣
弩
春
秋
射
各
旬
五
日
、
以
當�(
徭)｣

と
あ
る
。
弩
は
あ
る
い
は

｢

奴｣

の
仮
借
と
解
し
、
私
家
奴
隷
の
意
か
。
奴
隷
は
隷
属
す
る
身
分

で
あ
る
の
で
、
徭
役
に
服
す
る
義
務
は
な
い
。[

按]

整
理
小
組
は
本
句
の

｢

弩｣

を
そ
の
ま
ま
読
む
か
、｢

奴｣

の
仮
借
と
す
る
か
の
二
説
を
提
示

す
る
が
、
後
文
の
徭
律
第
四
条

(�����������������������������������)
に

｢

奴｣

が
見
え
、
原
簡
を
見
る
と
明
確
に
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。

従
っ
て
本
条
は
そ
の
ま
ま

｢

弩｣

と
読
む
。

こ
こ
で
の

｢

弩｣

は

｢

発
弩｣

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。｢

二
年
律
令｣

秩
律
第
四
四
五
簡
に
は

｢

中
發
弩

(

中
央
官)｣

｢

枸

(

勾)

指
發
弩｣

｢

郡
發

弩｣

が
見
え
、
里
耶
秦
簡
に
も

｢

發
弩｣

が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
秦
及
び
漢
初
で
は
中
央
・
郡
県
に
置
か
れ
た
ご
と
く
で
あ
る
。
本
句
の

｢

弩｣

は

お
そ
ら
く

｢

県
発
弩｣

で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
、｢

秦
律
令

(

壹)｣

第
三
組������������������������
簡
に

｢

丞
相
其
以
制
明
告
郡
縣
∠

、
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及
毋
令
吏
以
苛�(
徭)

奪
黔
首
春
夏
時
、
令
皆
明
焉
、
以
爲
恆
。
不
從
令
者
、
貲
丞
・
令
・
令
史
・
尉
・
尉
史
・
士
□／
吏
・
發
弩
各
二
甲｣

と
あ

り
、
春
夏
の
農
繁
期
に
民
を

｢

徭｣

に
徴
発
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
規
定
の
中
で
、
科
罰
対
象
と
し
て
発
弩
が
見
え
、
や
は
り
発
弩
が

｢

徭｣

運
営
に

携
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
こ
と
、
さ
ら
に
こ
こ
で
列
挙
さ
れ
て
い
る
官
吏
は
全
て
県
所
属
の
官
吏
で
あ
る
こ
と
、｢

郷
発
弩｣

は
未
だ
用
例
が

な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

[

六

]
興�
〜
弩

[

按]
｢

興�｣
か
ら

｢

弩｣

ま
で
は
三
つ
の

｢

及｣

に
よ
っ
て
各
身
分
呼
称
が
列
挙
さ
れ
、
最
初
の

｢

興｣

が
ど
こ
ま
で
か

か
る
の
か
判
断
が
難
し
い
。
文
中
の

｢

興�(
徭)

而
不
當
者｣

は

｢｢

徭｣

を
興
し
て
も

(｢

徭｣

の
徴
発
に)

当
た
ら
な
い
者｣

と
い
う
意
、

｢

擅�事(
使)

人
屬
弟
子
・
人
復
復
子
・
小
敖
童｣

は

｢

勝
手
に
私
人
の
弟
子
・
復
除
対
象
者
の
子
・
小
敖
童
を
使
役
す
る｣

と
い
う
意
で
、
こ
こ

ま
で

｢

興｣

を
か
け
る
こ
と
は
不
自
然
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず

｢

興｣

は

｢�(
徭)

及
車
牛｣

に
の
み
か
か
る
と
み
な
し
た
。

[

七

]

見
及
〜
弗
劾

[

按]
｢

見｣

に
つ
い
て
は

｢

二
年
律
令｣

金
布
律
第
四
三
〇
簡
に

｢

租
・
質
・
戸
賦
・
園
池
入
錢
、
縣
・
道
官
勿
敢
擅
用
、

三
月
壹
上
見
金
・
錢
數
二
千
石
官
、
二
千
石
官
上
丞
相
・
御
史｣

と
あ
る
の
が
参
考
に
な
る
。
こ
こ
で
は
租
・
質
・
戸
賦
・
園
池
で
得
ら
れ
た
銭
が

県
官
に
納
入
さ
れ
た
後
、
三
ヶ
月
に
一
度
金
銭
を
二
千
石
官
に
報
告
し
て

｢

見｣

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
金
布
律
の

｢

見｣

は
検
査
・
確
認
の
意
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
よ
り
、
本
文
の

｢

見｣

も
検
査
・
確
認
の
意
と
解
し
た
。

｢

告｣

は
告
発
の
こ
と
。｢

劾｣

は

｢

告｣

と
同
様
、
犯
罪
発
覚
後
、
本
格
的
な
取
り
調
べ
が
開
始
さ
れ
る
最
初
の
行
為
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的

行
為
に
つ
い
て
は
、
①
官
僚
系
統
内
部
で
の
告
発
、
②
官
に
よ
る
告
発
、
③
犯
罪
行
為
を
知
見
し
た
吏
が
、
そ
の
状
況
を
あ
る
程
度
確
認
し
た
上
で
、

そ
の
詳
細
を
記
し
た
文
書
を
作
成
し
、
そ
れ
を
県
・
県
獄
に
送
付
し
て
断
獄
手
続
き
の
開
始
を
命
じ
る
こ
と
、
④
犯
罪
者
に
つ
い
て
獄
に
通
告
し
、

そ
の
身
柄
を
護
送
す
る
行
為
な
ど
諸
説
あ
る

(

徐
一
九
九
六
、
三
一
三
頁
。
籾
山
二
〇
〇
六
、
五
九
・
六
〇
頁
。
宮
宅
二
〇
一
一
、
二
八
八
頁
。

『

語
彙
考
証』

、
七
三
頁
。
鷹
取
二
〇
一
五
、
五
二
四
頁)

。

[

八

]

與
同�[
按]

本
句
は
弩
・｢

郷
嗇
夫
吏
主
者｣

が
貲
二
甲
、
尉
・
尉
史
・
士
吏
・
丞
・
令
・
令
史
が

｢

見｣
｢

告｣
｢

劾｣

を
怠
っ
た
場

合
は

｢

與
同�｣
、
す
な
わ
ち
弩
・｢

郷
嗇
夫
吏
主
者｣

と
同
等
の
貲
二
甲
が
科
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
す
る
。
こ
こ
で
弩
・｢

郷
嗇
夫
吏
主
者｣

と
尉
・

尉
史
・
士
吏
・
丞
・
令
・
令
史
の
科
罰
が
分
け
て
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
弩
・｢
郷
嗇
夫
吏
主
者｣

が
民
の

｢

興�(
徭)｣

を
実
行
す
る
官
吏
だ
か

ら
だ
ろ
う
。

[

九

]

弗
見
莫
告

[

按]
｢

見｣

に
つ
い
て
は
前
掲
注

[

七

]

参
照
。
本
部
分
は

｢
確
認
せ
ず
、
ま
た
告
発
も
し
な
い｣

意
に
解
し
た
。

[

一
〇]

邑
中
事

[

按]
｢

邑
中
事｣

に
つ
い
て
、｢

秦
律
十
八
種｣

徭
律
第
一
八
三
簡
に

｢
邑
中
之
紅

(

功)｣

と
い
う
語
が
見
ら
れ
、
整
理
本
現
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代
語
訳
は

｢

県
内
の
徭
役｣

と
す
る
。
鷲
尾
裕
子
氏
は
こ
れ
を

｢

聚
落
の
維
持
に
必
要
な
作
業｣

と
解
す

(

鷲
尾
二
〇
〇
九
、
五
四
頁)

。

[
一
一]

傳
送
委
輸

[

按]
｢

傳
送｣

｢

委
輸｣

は
と
も
に
輸
送
労
働
。｢

二
年
律
令｣

徭
律
第
四
一
一
・
四
一
二
簡
に
規
定
が
あ
り
、
ま
た

｢

秦
律

令

(
壹)｣

徭
律
に
も
詳
細
な
規
定
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
里
耶
秦
簡��‒�
簡
に

｢

廿
七
年
二
月
丙
子
朔
庚
寅
、
洞
庭
守
禮
謂
縣
嗇
夫
卒
史
嘉
・�

(

假)
卒
史
穀
・
屬
尉
。
令
曰

｢

傳
送
・
委
輸
必
悉
行
城
旦
舂
・
隸
臣
妾
・
居
貲
贖
責

(

債)

。
急
時
不
可
留
、
乃
興�(

徭)｣｣

と
あ
り
、
洞
庭
郡

守
か
ら
の
下
行
文
書
の
中
に
本
条
と
類
似
し
た
文
言
を
含
む
令
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

[

一
二]

悉

[
整
理
小
組]

｢

尽
く
す｣

意
。『

漢
書』

巻
三
九
蕭
何
伝
に

｢

悉
所
有
佐
軍｣

、
顔
師
古
注
に

｢

盡
也｣

と
あ
る
。

[

一
三]

力
足
以

[
按]

｢

力
足
以｣

と
い
う
構
文
は
律
文
中
に
散
見
す
る
。
例
え
ば

｢

二
年
律
令｣

捕
律
第
一
四
二
簡
に

｢

力
足
以
追
逮
捕
之｣

と
あ
り
、｢

…
…
す
る
能
力
が
あ
る｣

と
い
う
意
。

[

一
四]

均[

整
理
小
組]
配
分
の
意
。
睡
虎
地
秦
簡

｢

爲
吏
之
道｣

(

訳
者
注�
第
六
七
一
簡
・
参)

に

｢

均�(

徭)

賞
罰｣

と
あ
る
。｢

均�｣
は
あ
る
い
は

｢

平�｣
に
作
る
か
。『
漢
書』

巻
二
九
溝
洫
志
に

｢

平�
行
水｣

、
顔
師
古
注
に

｢

平�
者
、
均
齊
渠
堰
之
力
役
、
謂�
得
水
利
也｣

と
あ
る
。

書
き
下
し
文

徭
律
に
曰
く
、
徭
及
び
車
牛
を
興
す
、
及
び
徭
を
興
す
も
當
ら
ざ
る
者
あ
り
、
及
び
擅
に
人
の
屬
の
弟
子
・
人
の
復
の
復
子
・
小
敖
童
を
使
え
ば
、

弩
・
郷
嗇
夫
の
吏
主
者
は
、
貲
各
〃
二
甲
。
尉
・
尉
史
・
士
吏
・
丞
・
令
・
令
史
の
見
る
及
び
或
い
は
告
す
る
も
劾
せ
ず
ん
ば
、
與
に
同�
。
見
ず

し
て
告
せ
ず
ん
ば
、
貲
各
〃
一
甲
。
邑
中
の
事
・
傳
送
・
委
輸
に
給
す
る
に
、
先
ず
縣
官
の
車
牛
及
び
徒
を
悉
く
し
て
之
を
給
し
、
其も

し
急
ぎ
て
留

む
可
か
ら
ず
ん
ば
、
乃
ち
徭
を
興
す
こ
と
律
の
如
く
せ
よ
。
先
ず
縣
官
の
車
牛
・
徒
を
悉
く
せ
ず
し
て
黔
首
及
び
其
の
車
牛
を
興
し
て
以
て
徭
を
發

す
、
力
、
以
て
均
う
す
る
に
足
る
も
均
う
せ
ず
ん
ば
、
之
を
論
ぜ
よ
。

現
代
語
訳

徭
律
に
言
う
。｢

徭｣

・
車
牛
を
徴
発
す
る
時
、｢

徭｣

を
徴
発
す
る
の
に
当
た
ら
な
い
者
が
い
た
り
、
勝
手
に
人
の
弟
子
・
復
除
対
象
者
の
子
・

｢

小
敖
童｣

を
使
役
し
た
ら
、
発
弩
・
郷
嗇
夫
の
責
任
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
貲
二
甲
に
処
す
。
尉
・
尉
史
・
士
吏
・
丞
・
令
・
令
史
が
確
認
あ
る
い
は

告
発
し
て
も

｢

劾｣

を
行
わ
な
か
っ
た
ら
、
と
も
に
同
罪
。
確
認
せ
ず
、
告
発
も
し
な
か
っ
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
貲
一
甲
に
処
す
。｢

邑
中｣

の
労
働
・
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｢

伝
送｣

｢

委
輸｣

を
行
う
際
は
、
ま
ず
県
官
の
車
牛
と

｢

徒｣

を
こ
と
ご
と
く
徴
発
し
て
労
役
に
当
た
ら
せ
、
緊
急
で
滞
ら
せ
て
は
い
け
な
け
れ
ば
、

律
に
従
い

｢

徭｣

を
徴
発
せ
よ
。
県
官
の
車
牛
と

｢

徒｣

を
こ
と
ご
と
く
徴
発
し
な
い
で
黔
首
及
び
彼
ら
の
車
牛
を
徴
発
し
て

｢

徭｣

を
実
行
し
た

り
、
労
働
力
を
均
等
に
で
き
る
の
に
そ
う
し
な
か
っ
た
ら
、
論
及
せ
よ
。

第
二
条���������������������������

原
文

●�
律
曰
補
繕
邑
院
除
田
道
橋
穿
汲
池
漸
奴
苑
皆
縣
黔
首
利�
自
不
更
以
下
及
都
官
及
諸
除
有
爲��������

�
及
八
更
其�
老
而
皆
不
直
更
者
皆
爲
之
冗
宦
及
冗
官
者
勿
與
除
郵
道
橋
駝
道
行
外
者
令
從
戸��������

□
□
徒
爲
之
勿
以
爲�

��������
校
訂
文

●�(
徭)

律
曰
、
補
繕
邑
院

[

一]

、
除
田
道
・
橋

[

二]

、
穿
汲
〈
波

(

陂)

〉
池

[

三]

、
漸

(

塹)
[

四]

奴
苑

[

五]

、
皆
縣
黔
首
利�

(

也)

、
自
不
更

以
下
及
都
官
及
諸
除
有
爲�

(

也)
[

六]

、
及
八
更

[
七]

、
其�
老

[

八]

而
皆
不
直
更

[

九]

者
、
皆
爲
之
。
冗
宦

[

一
〇]

及
冗
官

[

一
一]

者
、
勿
與
。
除
郵

道
・
橋
・
駝
〈
馳
〉
道

[

一
二]

、
行
外

[

一
三]

者
、
令
從
戸
□
□
徒
爲
之
、
勿
以
爲�(
徭)

[

一
四]

。

注
釈

[

一

]

補
繕
邑
院

[

按]
｢�｣

以
下
の
五
字
は
摩
滅
し
て
お
り
判
読
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
整
理
小
組
釈
文
に
従
う
。
本
条

｢

補
繕
邑
院｣

か

ら

｢

漸

(

塹)

奴
苑｣

ま
で
は
、｢

二
年
律
令｣

徭
律
第
四
一
三
・
四
一
四
簡
に

｢

補
繕
邑
院
、
除
道
・
橋
、
穿
波

(

陂)

池
、
治
溝
渠
、
塹
奴
苑
、

自
公
大
夫
以
下
〈
上
〉
□／
勿
以
爲�(
徭)｣

と
あ
り
、
非
常
に
よ
く
似
た
文
言
が
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
各
種
労
働
は
秦
末
漢
初
を
通
し
て

｢

徭｣

に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に

｢

二
年
律
令｣

田
律
第
二
四
六
〜
二
四
八
簡
に
は

｢

十
月
爲
橋
、
脩
波

(

陂)

堤
、
利
津
梁
。
雖
非
除

道
之
時
而
有
陷
敗
不
可
行
、
輒
爲
之
。
郷
部
主
邑
中
道
、
田
主
田
道｣

と
あ
り
、
橋
の
建
設
、
水
利
施
設
の
修
復
等
は
一
〇
月
に
す
べ
き
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
一
般
に
一
〇
月
が
冬
の
農
閑
期
に
当
た
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
土
木
作
業
等
の
記
述
は
青
川
木
牘
に
も
見
え
る
。
以
上
の

こ
と
か
ら
、
民
の
生
活
に
関
わ
る
労
働
は

｢

徭｣

に
算
入
、
つ
ま
り
官
に
管
理
さ
れ
、
ま
た
行
う
期
間
も
決
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
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上
記
田
律
か
ら
は
、
邑
中
の
道
は
郷
が
主
管
し
、
田
の
道
は
田
が
主
管
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、
本
条
に
見
え
る
各
種
労
働

も
、
そ
の
行
わ
れ
る
場
所
に
よ
っ
て
主
管
す
る
官
が
異
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

｢
院｣

は
、
建
物
を
囲
む
壁
の
こ
と

(『

秦
簡
牘
合
集』

、
二
七
一
・
二
七
二
頁)

。
従
っ
て

｢

邑
院｣

は

｢

邑｣

を
囲
む
壁
の
こ
と

(『

二
年
律
令

与
奏�獻
書』
、
二
四
九
頁)

。

[

二

]
除
田
道
橋

[

按]
｢

除｣

は
道
路
等
の
整
備
作
業
の
こ
と
。
伝
世
文
献
に
は

｢

除
道｣

が
参
見
す
る
。
す
な
わ
ち
、『

漢
書』

巻
六
四
朱
買

臣
伝
に

｢

會
稽
聞
太
守
且
至
、
發
民
除
道
、
縣
吏
竝
送
迎
、
車
百
餘
乘｣

と
あ
り
、
朱
買
臣
が
会
稽
太
守
に
任
じ
ら
れ
、
任
地
に
着
任
す
る
際
、
郡

が
民
を
徴
発
し
て

｢
除
道｣

し
、
朱
買
臣
を
迎
え
入
れ
て
い
る
。
ま
た
里
耶
秦
簡

｢

徒
簿｣

に
は
城
旦
舂
等
の
刑
徒
が

｢

除
道｣

に
従
事
し
て
い
た

こ
と
が
見
え
る
。｢

二
年
律
令｣

田
律
第
二
四
六
・
二
四
七
簡
に
は

｢

九
月
大
除
道
・
阪
險｣

と
あ
り
、
漢
律
に
お
い
て

｢

除
道｣

は
九
月
に
す
べ

き
と
さ
れ
て
い
る
。

[

三

]

穿
汲
池

[

整
理
小
組]

｢
波
池｣

の
訛
字
。｢

二
年
律
令｣

徭
律

(

訳
者
注�
本
条
注

[

一

]

引

｢

二
年
律
令｣

徭
律)

を
参
照
。｢

波｣

は

｢

陂｣

の
仮
借
で
、
陂
池
は
す
な
わ
ち
池
や
湖
の
こ
と
。
段
玉
裁

『

説
文
解
字
注』

に

｢

陂
得
訓
池
者
、
陂
言
其
外
之
障
、
池
言
其
中
所
蓄
之
水｣

と
あ
る
。

[

四

]

漸

[

整
理
小
組]

溜
池
や
道
路
を
掘
る
こ
と
。『

史
記』

巻
六
秦
始
皇
本
紀
に

｢

塹
山
堙
谷｣

と
あ
る
。

[

五

]

奴
苑

[

整
理
小
組]

水
が
溜
ま
っ
て
流
れ
出
な
い
様
子
。『

水
経
注』

巻
一
一�寇
水
に

｢

水
不
流
曰
奴｣

と
あ
る
。

[

六

]

除

[

整
理
小
組]

免
除
の
こ
と
。『

漢
書』
巻
八
九
循
吏
伝
に

｢

招
下
縣
子
弟
以
爲
學
官
弟
子
、
爲
除
更�｣
と
あ
り
、
顔
師
古
注
に

｢

不
令
從
役
也｣

と
あ
る
。[

按]
｢

除｣

に
つ
い
て
、｢

二
年
律
令｣

徭
律
第
四
一
三
簡
に

｢

免
老
・
小
未
傅
者
・
諸
有
除
者｣

と
あ
る
よ
う
に
、
免

除
の
意
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、｢

秦
律
十
八
種｣

司
空
律
第
二
一
七
簡
に

｢

司
寇
勿
以
爲
僕
・
養
、
守
官
府
及
除
有
爲�

(

也)｣

と
あ
り
、

本
文
と
全
く
同
じ
構
文
が
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
整
理
小
組
は

｢
除｣

を

｢

任
用｣

と
解
し
て
お
り
、
当
該
句
は

｢

司
寇
が
僕
や
養
に
な
っ
た

り
、
官
府
を
守
衛
し
た
り
、
ま
た
任
用
さ
れ
て

(

他
の)

職
務
に
就
い
た
り
し
て
は
な
ら
な
い｣

と
訳
出
で
き
る

(

工
藤
二
〇
一
八
、
二
〇
六
・
二

〇
七
頁)

。
こ
れ
に
鑑
み
、
本
文

｢

除｣

字
も

｢

免
除｣

で
は
な
く

｢

任
用｣
の
意
と
し
、｢

諸
〃
の
任
用
さ
れ
て
自
己
の
職
務
が
あ
る
者｣

と
解
し

た
。
こ
の
よ
う
に
解
す
と
、
本
部
分
前
段
の

｢

都
官｣

も
都
官
に
関
す
る
何
か
の
人
群
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
者
を
指

す
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

[

七

]

八
更

[

整
理
小
組]

践
更
を
八
回
行
う
こ
と
。
本
句
は
践
更
を
八
回
行
う
と
徭
役
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。｢

二
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年
律
令｣

史
律

(

訳
者
注�
第
四
八
五
簡)

に

｢

佐
爲
吏
盈
廿�
、
年
五
十
六
、
皆
爲
八
更｣

と
あ
る
。[

按]

践
更
は

｢

更
卒｣

労
役
の
交
代
方

式
の
こ
と
。
更
卒
は
、
数
ヶ
月
に
一
回
郡
県
に
番
上
し
各
種
労
働
に
従
事
す
る
労
役
。
践
更
の
方
式
に
つ
い
て
は
濱
口
重
国
氏
以
来
諸
説
あ
っ
た
が
、

出
土
文
字
資
料
に

｢

数
字
＋
更｣

と
い
う
記
述
が
散
見
し
、
こ
れ
が
践
更
の
交
代
方
式
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
、
研
究
が
進
展
し
た
。
楊
振

紅
・
広
瀬
薫
雄
・
宮
宅
潔
各
氏
に
よ
れ
ば

｢

数
字
＋
更｣

は
整
理
小
組
が
説
明
す
る
よ
う
な
践
更
を
何
回
行
っ
た
か
と
い
う
数
字
で
は
な
く
、
例
え

ば

｢

八
更｣
な
ら
ば
八
回
に
一
回
輪
番
が
回
っ
て
く
る
と
い
う
よ
う
に
、｢

数
字
＋
更｣

の
数
字
に
一
回
輪
番
を
担
当
す
る
と
い
う
方
式

(

楊
二
〇

一
五
、
広
瀬
二
〇
〇
九
、
宮
宅
二
〇
一
二)

。
従
っ
て
更
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
負
担
が
軽
い
こ
と
に
な
る
。
本
条
の

｢

八
更｣

は

｢

二
年
律
令｣

史
律
第
四
八
四
・
四
八
五
簡
で
は

｢

史
・
卜
年
五
十
六
、
佐
爲
吏
盈
廿�
、
年
五
十
六
、
皆
爲
八
更
。
六
十
、
爲
十
二
【
更】

。
五
百
石
以
下
至
有

秩
爲
吏
盈
十�
、
年
當�
老
者
、
爲
十
二
更
、
踐
更｣

と
あ
る
よ
う
に
、
一
二
更
に
つ
い
で
輪
番
回
数
が
少
な
い
。
す
る
と
八
更
は
一
定
の
年
数
を

経
て
や
っ
と
到
達
で
き
る
更
数
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に

｢

二
年
律
令｣

史
律
を
参
照
す
る
と
、
八
更
と
な
っ
た
者
は
既
に
高
齢
と
な
っ

て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
本
段
で
何
故
八
更
と�
老
が

｢

補
繕
邑
院｣

を
始
め
と
す
る
各
種
労
働
に
参
加
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
説
明
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、｢

補
繕
邑
院｣

を
始
め
と
す
る
各
種
労
働
は
輸
送
労
働
と
は
異
な
り
、
遠
方
に
出
向
く
必
要
の
な
い
労

役
で
あ
る
。
従
っ
て

｢

八
更｣

｢�
老｣

の
ご
と
く
一
定
の
高
齢
と
な
っ
た
者
で
も
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
。

[

八

]�
老

[

整
理
小
組]

一
定
の
年
齢
に
達
し
、
徭
役
の
半
分
を
免
除
さ
れ
た
者
の
こ
と
。
爵
位
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど�
老
に
達
す
る
年
齢

が
低
く
な
る
。｢

二
年
律
令｣

徭
律

(

訳
者
注�
第
四
〇
七
簡)

に

｢�
老
各
半
其
爵�(
徭)｣

と
あ
る
。[

按]�
老
の
労
役
優
遇
措
置
に
つ
い

て
は
、
整
理
小
組
引

｢

二
年
律
令｣

徭
律
第
四
〇
七
簡
に

｢�
老
各
半
其
爵�(
徭)

員
、
入
獨
給
邑
中
事｣

と
あ
る
よ
う
に
、
漢
初
で
は
自
分
の

持
つ
爵
位
に
応
じ
た
労
役
日
数
の
半
分
を
消
化
す
れ
ば
よ
く
、
さ
ら
に

｢

邑
中
事｣

に
の
み
従
事
す
れ
ば
よ
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

[

九

]

直
更

[

整
理
小
組]

更
役
に
当
た
る
こ
と
。『

漢
書』
巻
九
二
遊
侠
伝
に

｢�
至
直
更｣

、
顔
師
古
注
に

｢

直
、
次
當
爲
更
也｣

と
あ
る
。

[

按]

整
理
小
組
の
言
う

｢

更
役｣

と
は
、
更
卒
の
役
の
こ
と
。
更
卒
に
つ
い
て
は
注

[

七

]

参
照
。

[

一
〇]

冗
宦

[

整
理
小
組]

｢

冗｣

は
、
散
。｢

宦｣

は
、
宦
皇
帝
の
こ
と
。[

按]

本
注
及
び
注

[

一
一]

の

｢

冗｣

は

｢

更｣

と
対
応
す
る
概

念
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
広
瀬
薫
雄
・
楊
振
紅
・
宮
宅
潔
各
氏
が
検
討
し
て
い
る
が
、
諸
説
一
致
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
広
瀬
氏
は

｢

冗｣

を

常
勤
、｢

更｣

を
半
官
半
民
の
非
常
勤
と
解
す
る
の
に
対
し
、
楊
氏
は

｢

冗｣

と

｢
更｣
を
唐
代
の

｢

長
上｣

と

｢

上
番｣

に
な
ぞ
ら
え
、
通
常
の

官
吏

(｢

冗｣)

と
官
吏
の
定
員
外
の
就
労
者

(｢

更｣)

と
し
、
宮
宅
氏
は
楊
氏
の
理
解
に
概
ね
従
っ
た
上
で
、｢

冗
官｣

を
通
常
は
輪
番
勤
務
で
あ

る
者
た
ち

(｢

更｣)

の
中
で
、
特
に

｢

冗｣

と
さ
れ
輪
番
か
ら
外
さ
れ
た
者
と
す
る

(

広
瀬
二
〇
〇
九
、
三
一
〇
・
三
一
一
頁
。
楊
二
〇
一
五
、
二
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一
五
〜
二
一
八
頁
。
宮
宅
二
〇
一
二
、
一
八
頁)

。

整
理
小
組
は

｢

宦｣

を
張
家
山
漢
簡
に
散
見
す
る

｢

宦
皇
帝｣

に
比
定
す
る
。｢

宦
皇
帝

(

者)｣

は
睡
虎
地
秦
簡
で
は

｢

宦
者｣

と
も
表
記
さ
れ
、

皇
帝

(
統
一
前
は
王)

の
近
従
者

(『

秦
簡
牘
合
集』

、
二
七
三
頁)

。

[

一
一]
冗
官

[

整
理
小
組]

散
吏
の
こ
と
。[

按]
｢

冗
官｣

に
つ
い
て
は
前
掲
注

[

一
〇]

参
照
。
本
条
で
は

｢

冗
宦｣

｢

冗
官｣

が

｢

邑
中
事｣

に
携
わ
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
、
両
者
は
と
も
に

｢

冗｣

す
な
わ
ち
常
勤
の
有
職
者
で
あ
り
、
ほ
ぼ
つ
ね
に
本
籍
地
か
ら
離
れ
て

い
る
た
め
、
本
条
に
あ
る
各
種
労
働
に
参
加
で
き
な
い
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

[

一
二]

郵
道
橋
駝
道

[
按]

｢

郵
道
・
橋｣

は

｢

郵｣

が
用
い
る
道
・
橋
の
こ
と
。｢

馳
道｣

は
天
子
専
用
の
道
路
。
本
条
で
は

｢

田
道
・
橋｣

と

｢

郵
道
・
橋｣

｢

馳
道｣
の
整
備
作
業
が
分
け
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

｢

田
道
・
橋｣

が
郡
県
の
民
の
生
活
等
に
直
接
関
わ
る
設
備
で
あ
る
の

に
対
し
、｢

郵
道
・
橋｣

｢

馳
道｣
は
地
方
行
政
や
朝
廷
に
直
接
関
わ
り
、
郡
県
の
民
に
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
た
め
、
そ
の
管
理
方
法
も
区
別
さ
れ

て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

[

一
三]

行
外

[

整
理
小
組]

外
地
へ
徭
役
に
行
く
こ
と
。[

按]

本
部
分
は

｢

外｣

字
を
ど
の
よ
う
に
解
す
か
で
意
味
が
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、

｢

外｣

を
県
外
と
解
せ
ば
、
隣
県
へ
赴
い
て
徭
役
に
服
す
の
も

｢

行
外｣

で
あ
り
、｢

外｣

を
郡
外
と
解
せ
ば
、
例
え
ば
咸
陽
で
の
徭
役
な
ど
、
長
い

期
間
を
必
要
と
す
る
場
合
の
み

｢

行
外｣

と
表
現
す
る
と
解
す
こ
と
も
で
き
る
。
こ
こ
で
は
上
記
二
つ
の
解
釈
を
提
示
す
る
に
留
め
る
。

[

一
四]

●�
〜
爲�[
按]��������
簡
は
摩
滅
が
激
し
く
判
読
し
に
く
い
。
こ
こ
で
は
整
理
小
組
釈
文
に
従
う
。
本
条
は

｢

邑
院｣

・
橋
の
保

守
・
修
復
、
溜
池
の
保
守
・
開
鑿
な
ど
、
民
の
生
活
に
直
接
関
わ
る
活
動
の
う
ち
、
特
に
土
木
工
事
に
つ
い
て
徴
発
対
象
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
民
の
生
活
に
直
接
関
係
す
る
労
働
は
前
条
に
も

｢

邑
中
事｣

が
見
え
る
。
で
は
、
本
条
と

｢

邑
中
事｣

と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。

｢

邑
中
事｣

は
本
条
注

[

八

]

引

｢

二
年
律
令｣

徭
律
に
も
見
え
、
そ
こ
で
は

｢�
老｣

が
唯
一
行
う
べ
き
労
働
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
翻
っ
て

本
条
を
見
て
み
る
と
、
本
条
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
諸
労
働
に
つ
い
て
も
や
は
り

｢�
老｣

が
負
担
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
す
る
と
本
条
は

｢

邑
中
事｣

の
細
則
規
定
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
。

書
き
下
し
文

●

徭
律
に
曰
く
、
邑
院
を
補
繕
す
、
田
の
道
・
橋
を
除
く
、
陂
池
を
穿
つ
、
奴
苑
を
塹ほ

る
は
、
皆
な
縣
の
黔
首
の
利
な
る
や
、
不
更
自
り
以
下
及

び
都
官
及
び
諸
〃
の
除
せ
ら
れ
て
爲
す
こ
と
有
り
、
及
び
八
更
、
其
の�
老
に
し
て
皆
な
更
に
直
ざ
る
者
は
、
皆
な
之
を
爲
せ
。
冗
宦
及
び
冗
官
は
、
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與
る
勿
れ
。
郵
の
道
・
橋
・
馳
道
を
除
く
、
行
外
の
者
は
、
從
戸
□
□
徒
を
し
て
之
を
爲
さ
し
め
、
以
て
徭
と
爲
す
勿
れ
。

現
代
語
訳

徭
律
に
言
う
。｢

邑
院｣

を
修
復
し
た
り
、
田
の
道
・
橋
を
整
備
し
た
り
、
溜
池
等
を
造
成
し
た
り
す
る
の
は
、
県
の
黔
首
の
利
益
で
あ
る
か
ら
、

不
更
以
下
・
都
官
・
諸
々
の
任
用
さ
れ
て
自
己
の
職
務
が
あ
る
者
・｢

八
更｣

・�
老
で
あ
っ
て
す
べ
て
践
更
の
輪
番
か
ら
外
れ
た
者
は
、
皆
こ
れ
ら

を
行
え
。
常
勤
の

｢
宦
者｣

・
官
吏
は
、
携
わ
っ
て
は
い
け
な
い
。
郵
の
道
・
橋
・
馳
道
の
整
備
・｢

行
外｣

の
者
は
、｢

從
戸
□
□
徒｣

に
よ
っ
て

行
い
、｢

徭｣

と
し
て
は
い
け
な
い
。

参
考
文
献

『

二
年
律
令
与
奏�獻
書』

彭
浩
・
陳
偉
・
工
藤
元
男

『

二
年
律
令
与
奏�獻
書

張
家
山
二
四
七
号
漢
墓
出
土
法
律
文
献
釈
読』

(

上
海
古
籍
出
版

社
、
二
〇
〇
七
年
八
月)

『

秦
簡
牘
合
集』

武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
編
、
陳
偉
主
編

『

秦
簡
牘
合
集

(

壹)』
(

武
漢
大
学

出
版
社
、
二
〇
一
四
年
一
二
月)

『

語
彙
辞
典』

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
簡
牘
研
究
班
編

『

漢
簡
語
彙

中
国
古
代
木
簡
辞
典』

(

岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
三
月)

『

語
彙
考
証』

冨
谷
至
編

『

漢
簡
語
彙
考
証』

(

岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
三
月)

徐
一
九
九
六

徐
世
虹

｢

漢
劾
制
管
窺｣

(

中
国
社
会
科
学
院
簡
帛
研
究
中
心
編

『

簡
帛
研
究』

第
二
輯
、
法
律
出
版
社
、
一
九
九
六
年)

籾
山
二
〇
〇
六

籾
山
明

｢

秦
漢
時
代
の
刑
事
訴
訟｣

(

同

『
中
国
古
代
訴
訟
制
度
の
研
究』

第
二
章
、
二
〇
〇
六
年
二
月)

鷲
尾
二
〇
〇
九

鷲
尾
裕
子

｢

漢
代
に
お
け
る
更
卒
と
正｣

(

同

『
中
国
古
代
の
専
制
国
家
と
民
間
社
会
―
家
族
・
風
俗
・
公
私』

第
一
章
、
立

命
館
東
洋
史
学
会
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月)

広
瀬
二
〇
一
〇

広
瀬
薫
雄

｢

張
家
山
漢
簡

『

二
年
律
令』

史
律
研
究｣

(
同

『
秦
漢
律
令
研
究』

第
七
章
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
三
月)

宮
宅
二
〇
一
一

宮
宅
潔

｢｢

劾｣

を
め
ぐ
っ
て

中
国
古
代
訴
訟
制
度
の
展
開｣

(

同

『

中
国
古
代
刑
制
史
の
研
究』

第
六
章
、
京
都
大
学
学

術
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
一
月)

宮
宅
二
〇
一
二

宮
宅
潔

｢

漢
代
官
僚
組
織
の
最
下
層
―

｢

官｣

と

｢

民｣

の
は
ざ
ま
―｣

(『
東
方
学
報』

京
都
、
第
八
七
冊
、
二
〇
一
二
年)
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陳
松
長
二
〇
一
二

陳
松
長

｢

岳
麓
書
院
藏
秦
簡
中
的
徭
律
例
説｣

(『

出
土
文
献
研
究』

第
一
一
輯
、
中
西
書
局
、
二
〇
一
二
年
一
二
月)

陳
偉
二
〇
一
四

陳
偉

｢

岳
麓
書
院
秦
簡
《
徭
律
》
的
幾
個
問
題｣

(『

文
物』

、
二
〇
一
四
年
第
九
期)

鷹
取
二
〇
一
五

鷹
取
裕
司

｢

断
獄
手
続
き
に
お
け
る

｢

劾｣｣
(

同

『

秦
漢
官
文
書
の
基
礎
的
研
究』

第
三
部
第
二
章
、
二
〇
一
五
年
三
月)

楊
二
〇
一
五

楊
振
紅

｢

秦
漢
簡
中
的

〝

冗〞
〝

更〞

与
供
役
方
式｣

(

同

『

出
土
簡
牘
与
秦
漢
社
会

(

続
編)』

第
九
章
、
広
西
師
範
大
学
出

版
社
、
二
〇
一
五
年
一
二
月)

朱
二
〇
一
六

朱
徳
貴

｢

岳
麓
秦
簡
所
見

〝

徭〞

制
問
題
分
析
―
兼
論

〝

奴
徭〞

和

〝

吏
徭〞｣

(『

江
西
師
範
大
学
学
報

(

哲
学
社
会
科
学
版)』

、

二
〇
一
六
年
第
四
期)

。

胡
二
〇
一
八

胡
平
生

｢

也
説

〝

敖
童〞｣

(

簡
帛
網
、
二
〇
一
八
年
一
月
八
日
、����������������������������������������������)

。

工
藤
二
〇
一
八

工
藤
元
男
編

『

睡
虎
地
秦
簡
訳
注
―
秦
律
十
八
種
・
效
律
・
秦
律
雑
抄
―』

(

汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
五
月)

(

本
学
長
江
流
域
文
化
研
究
所
招
聘
研
究
員)
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